
 
 

～周産期からのグリーフ～ 

２０１９年１１月 9日（土）、１０日（日） 

  
        
【公開ミーティング】：11月 9日（12時受付 12時 55分～16時 30分） 
会場：石川県立中央病院３F第１会議室 

     〒920－8530 金沢市鞍月 2丁目 1番地  TEL076-237-8211 
参加費：2000円（当日 2500円） 

 
【宿泊ミーティング】11月 9日夜 ～ 10日 9時 15分～11時 15分 定員 40名（申込順で締め切ります） 
会場：石川県青少年総合研修センター（送迎バスあります） 

     〒920-0834 石川県金沢市常磐町 212-1 TEL 076-252-0666 
夕食(懇親会)：茶寮 卯辰かなざわ 

〒920-0836 石川県金沢市子来町 33－1 TEL 076-253-8811 
参加費：15000円 (懇親会のみの方:8500円) 

 
参加申込み：higashiajiagrief.kanazawa@gmail.com 
      裏面 必要事項をメールに記入し、送信ください。 
参加費振込先：ゆうちょ銀行  記号 13180  口座番号 21647901 
第 13回東アジアグリーフの集い in金沢   
＊事前振り込みでお願いします。宿泊ミーティング・懇親会参加の方は合計額を振り込みお願いいたします。 
申込み締切：2019年 9月 30日 
主催：東アジアグリーフの集い IN金沢実行委員会 実行委員長：米田昌代（石川県立看護大学） 
実行委員会事務局：石川県立看護大学 母性・小児看護学講座 米田研究室内 

〒929-1210 石川県かほく市学園台 1-1  TEL 076-281-8378  
本部事務局：星の会 ― 子どもを亡くした親と家族を支える会 ― 

〒802－0811 北九州市小倉南区重住 1-14-13 武田康男 

第 13回東アジアグリーフの集い IN 金沢 

 

「子供を授かる」これはほとんどの人が喜び

や期待を感じる幸福な時間です。 
しかし、妊娠中に病気を宣告され「いのち」

の喪失を経験する人も少なくありません。 
このように人は、周産期における生まれる

前からのグリーフに始まり、生きている限り

様々なグリーフに遭遇することがあります。

多様なグリーフを職種や立場を越えて、人と

人の繋がりの中で分かち合える場にしたい

と思っています 
金沢の地でお待ちしております。 

 



いのちのメッセージ・わたしのおもい 
 

 

 

 

 

 

 

体験者と医療者と支援者と 

PROGRAM 2 
 

わたしのおもい 
様々な歩みの中で、いのちを共有し、いのちとともにあり   

いのちを黙想し、歌い上げ、そして立ち向かい、取り組みたい  
一言一言を受け止めて 

PROGRAM 1 
12:55 はじまりの時間にはお集まりくださいますように   

いのちのメッセージ  
こどもをなくされたご家族、こどもとともに歩まれるご家族のいの

ちのメッセージを心に届く素敵な音とともにお届けいたします 

PROGRAM 3  
分かち合うとき  

小さき群れで語り、おもいを分かち合う。それぞれの課題を 

 PROGRAM 4  
宿泊 meeting  

 再び分かち合い、語り尽くせなかったおもいを新たに 

 第13回集い事務局 
higashiajiagrief.kanazawa@gmail.com  
(米田昌代宛) 

 参加申し込み方法 

参加申し込みは下記の内容をメールに記入して、higashiajiagrief.kanazawa@gmail.comまでお送りください 
 

 1.お名前            

2.立場［体験者・医療者(職種      )・その他（             )］ 

3.住所（〒 ）                                         

4.連絡先（連絡が取れる所）☎(        ) mail(                          )           

5.参加選択 ①公開 meeting ②公開＋宿泊 meeting (会場からのバス送迎の希望の有無)    

③公開 meeting＋懇親会        

6.悲嘆の状況  

お子様をはじめ、大切な方を亡くされた方は亡くされた状況(例、病気・流死産・事故等)、それ以外の悲嘆

のある方は悲嘆の内容について差し支えない程度に書いていただけるとありがたいです。                                        

プログラムで分かち合うときのグループ分けの参考にします。グループ分け終了後に処分しますのでよろしければ 

ご記入ください。 

  7. 託児希望の有無 年齢 人数 託児に関しては、連絡先に連絡して相談させていただきます 

 

☆メールで申し込み後、参加可能のメール受信後、口座にお振り込みされることで、参加が初めて受理されます。

宿泊ミーティング・懇親会は定員に達した時点で締め切ります。 

☆当日、体験者の方は、大切な方に関する写真、思い出の品等、ご紹介できるものを自由にご持参ください。 

☆その他：一度お振り込み頂いた参加費・宿泊費は、2日前からキャンセル料がかかりますのでご了承くだ

さい。やむを得ず集いの開催を中止した場合、宿泊費は全額返納いたします 

※ご記入いただいた情報は、集いの開催の目的にのみ使用いたします。 

 
わたしのおもい 

 
 

○杉村 和葉さん(母親)  
 
双子の死産の経験は悲しみだけでなく、様々なことを 

教えてくれました。私のもとに娘達が来てくれた「意味」

と向きあってきた日々・・・。 
 

○工藤 淳子さん（NICU看護師） 
 
周産期での支援者の立場からグリーフを考える: 

周産期でグリーフに関わる支援者という立場でありな 

がらも、子どもたちやご家族との関わりを通して自分を

見つめ直し、支援されています。 
 
○菅 朱美さん（母親・終活カウンセラー・グリーフ 
専門士） 
 

喪失による哀しみ、死別のほかにも喪失はあります。  

今までの人生の中で私には5つの出会えなかった命の他

に、家族の中での喪失感、いじめによる友達の喪失、病気

やけがによる体の部位の喪失や損傷がありました。人生は

喪失の連続、それらによって経験したことを語ります。 
 

 

 
 

 


